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トップニュース 上半期地区別説明会を開催
� ～新総代決まる～
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上
半
期
地
区
別
説
明
会
を
開
催
～
新
総
代
決
ま
る
～

　
当
Ｊ
Ａ
は
全
７
支
所
を
対
象
と
し
た
「
地
区
別
説
明
会
」
を
８
月
２
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
開
催
し
ま
し
た
。
今
年

は
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
５
３
５
名
の
新
総
代
が
選
出
。
説
明
会
に
は
新
総
代
と
支
部
長
・
農
家

組
合
長
の
方
々
３
５
２
名
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
上
半
期
の
決
算
結
果
と
下
半
期
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
ま

し
た
。
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
を
紹
介
致
し
ま
す
。

岩
舘
組
合
長
挨
拶

　

地
区
別
説
明
会
の
開
催
に
先
立
ち
岩
舘
組
合
長
は
「
日
本
経
済
は
政
権
交
代

か
ら
円
安
、
株
高
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
っ
て
景
気
が
回
復
に
向
か
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
国
民
が
実
感
出
来
る
所
得
増
加
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
農
業
情
勢
は
放
射
性
物
質
に
よ
る
出
荷
制
限
や

風
評
被
害
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
等
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
当
Ｊ
Ａ
は
昨
年
の
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
協
同
組
合
の
力

で
農
業
と
地
域
を
豊
か
に
す
る
『
次
代
へ
つ
な
ぐ
協
同
』
を
目
標
に
、
担
い
手

の
確
保
や
基
幹
品
目
の
充
実
、
６
次
産
業
化
等
の
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
事
業
に
お
い
て
は
現
在
の
経
済
環
境
の
中
、
厳
し
い
計
画
値

と
し
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
上
半
期
を
好
決
算
で
終
了
す
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
下
半
期
も
変
わ
ら
ず
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

上
半
期
決
算
結
果

　

上
半
期
に
お
け
る
販
売
事
業
は
伸
び
悩
み
ま
し
た
が
、
信
用
・
共
済
事
業
は

計
画
通
り
推
移
し
、
特
に
資
金
運
用
に
お
い
て
は
計
画
を
上
回
る
収
益
を
確
保

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
上
半
期
の
当
期
剰
余
金
は
計
画
を
大
き
く
上
回
り
ま

し
た
の
で
、
下
半
期
も
こ
の
収
益
を
確
保
し
な
が
ら
役
職
員
一
丸
と
な
り
事
業

展
開
し
て
参
り
ま
す
。（
図
下
参
照
）

T O P N E W S

項　目 25年度
上半期計画

25年度
上半期実績 達成率

事業概況
(単位：百万円 )

貯 金 残 高 81,876 84,809 103.58%
貸 出 金 残 高 23,506 23,310 99.17%
長期共済保有高 304,820 303,975 99.72%
販売品取扱高 525 432 82.42%
購買品取扱高 1,669 1,654 99.09%

事業損益
(単位：千円 )

事 業 総 利 益 850,232 1,059,402 124.60%
事 業 利 益 △ 24,263 186,408 △ 768.28%
当 期 剰 余 金 23,161 214,566 926.41%

自己資本比率 17.13%

豊住支所 遠山支所
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皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
要
望

組
合
員
「
現
在
、
農
家
の
経
営
主
体
は
60
代
と
70
代
が
多

く
占
め
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
く
と
農
地
と
Ｊ

Ａ
自
体
が
も
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
後
継
者
の
問
題
な

ど
も
含
め
早
急
に
取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
対
策
と
思

う
が
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
か
」

Ｊ
Ａ
「
平
成
25
年
度
第
９
次
３
か
年
計
画
に
沿
っ
て
今
年

度
は
地
域
で
の
話
し
合
い
を
行
う
た
め
の
準
備
を
農
業
セ

ン
タ
ー
・
行
政
と
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
参
り
ま
す
」

組
合
員
「
北
総
地
区
の
合
併
は
生
産
者
に
と
っ
て
プ
ラ
ス

に
な
る
の
か
教
え
て
ほ
し
い
」

Ｊ
Ａ
「
合
併
に
よ
り
規
模
、
販
売
高
、
購
買
供
給
高
は
現

在
よ
り
大
き
く
な
り
、
全
農
と
の
価
格
交
渉
に
よ
り
有
利

な
価
格
設
定
、
有
利
な
販
売
が
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

組
合
の
施
設
は
、
組
合
員
の
た
め
に
支
所
や
セ
ン
タ
ー
を

減
ら
す
考
え
は
な
く
、
逆
に
増
や
す
場
合
も
あ
り
得
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
人
事
異
動
（
５
年
）
に
つ
い
て
は
、
組
合

員
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
少
な
く
す
る
異
動
や
職
員
の
適
正
を

活
か
す
適
材
適
所
の
異
動
が
出
来
る
と
思
わ
れ
ま
す
」

　

そ
の
他
、
各
部
門
に
お
け
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
、
い
た
だ
い
た
貴
重
な
ご
意
見
・
ご

要
望
は
今
後
の
事
業
運
営
に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

（
上
半
期
決
算
の
事
業
実
績
は
Ｊ
Ａ
成
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
）
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茂

吉
田
忠
雄

八
　
生
　
地
　
区

〔
大　
　
　
竹
〕

飯
島　

清　
　

飯
島
照
明

大
木
康
一　
　

勝
田
茂
美

勝
田　

勝　
　

勝
田
勇
三

加
藤
邦
雄　
　

加
藤
良
一

川
﨑
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小
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澤
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水
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寺
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吉
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〔
米　
　
　
野
〕

武
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宮
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信
治

〔
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畑
〕

秋
山
恒
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伊
藤
茂
雄

大
木
秀
樹　
　

大
木
基
次

大
嶋　

勇　
　

小
倉
恒
夫

関
奈
津
子　
　

幡
谷
和
男

幡
谷
公
生　
　

林　

省
三

林
大
八
郎　
　

宮
内
俊
治

山
口
貫
司

〔
上　
福　
田
〕

大
嶋
幹
夫　
　

鵜
澤
達
衛

佐
瀬
次
郎　
　

佐
瀬
弘
一

〔
山　
　
　
口
〕

貝
原
塚
樹
吉　

澤
邉
悦
男

沢
辺
正
二
郎　

宮
田
一
良

山
田
金
悟　
　

山
田
謙
一

山
田
公
平　
　

山
田
重
義

山
田
孝
雄　
　

山
田
亮
一

〔
下　
福　
田
〕

飯
嶋　

弘　
　

飯
田
精
一

大
澤
基
雄　
　

大
澤
満
彦

大
田
良
子　
　

神
谷
源
一

川
﨑
貞
男

豊
　
住
　
地
　
区

〔
北　
羽　
鳥
〕

石
井　

昇　
　

石
塚
孝
雄

伊
藤
信
男　
　

伊
藤
雄
一

井
上
光
映　
　

荻
原
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一

小
関　

博　
　

小
林
幸
一

佐
久
間
清
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佐
久
間
幹
男

新
橋　
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新
橋
由
希
夫

野
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日
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道

日
暮
義
之　
　

堀
川
昇
司

堀
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一
郎
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山
本　

忠

〔
長　
　
　
沼
〕

秋
山
和
夫　
　

秋
山
重
男

新
総
代
の
皆
様
を
ご
紹
介
致
し
ま
す

　
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
が
実
施
さ
れ
、
５
３
５
名
の
新
総
代
の
方
々

が
８
月
２
日
よ
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
８
月
１
日
ま
で
組
合
員
の

代
表
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。�

（
一
部
活
動
母
体
の
方
が
含
ま
れ
ま
す
）
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卓
男　
　

糸
川
好
男

岩
舘
重
明　
　

下
山　

勲

根
本
文
男　
　

野
口
安
史

長
谷
川
精
一　

長
谷
川
浩

幡
谷　

馨　
　

山
倉　

明

〔
磯　
　
　
部
〕

大
徳
秀
夫　
　

檜
垣
敬
一

檜
垣
卓
男　
　

檜
垣　

久

檜
垣
宏
典　
　

藤
山
雅
章

三
浦
啓
昭　
　

山
田
正
造

山
田
芳
己

〔
水　
　
　
掛
〕

青
野　

茂　
　

伊
藤　

平

伊
藤
政
一

遠
　
山
　
地
　
区

〔
小　
　
　
菅
〕

秋
山
秀
恒　
　

萩
原
一
男

手
島
よ
し　
　

龍
﨑　

卓

〔
大　
　
　
山
〕

神
崎
幸
一　
　

野
老　

薫

野
老
勝
弘

〔
久　
　
　
米
〕

夏
海
實
徳

〔
馬　
　
　
場
〕

山
口　

勉

〔
山　
之　
作
〕

小
川
行
雄　
　

小
川
良
幸

佐
々
木
昭
助　

松
岡
節
子

〔
吉　
　
　
倉
〕

石
井
利
夫　
　

伊
藤
健
一

窺　

昭
雄　
　

甲
田
耕
一
郎

永
田
邦
夫　
　

藤
﨑
和
夫

〔
東　
和　
田
〕

石
井
俊
雄　
　

石
井
康
夫

齋
藤
勝
則　
　

鈴
木
三
枝
子

藤
﨑
敏
夫　
　

藤
崎
政
士

〔
川　
　
　
栗
〕

大
坂
勝
三　
　

大
坂
忠
雄

大
宮
尚
男　
　

神
﨑
令
次
郎

髙
仲
き
よ
子　

篠
﨑　

昇

篠
崎
充
男　
　

三
浦
信
昭

〔
畑　
ヶ　
田
〕

伊
藤
真
吾　
　

伊
藤
達
男

鈴
木
軍
治　
　

野
々
宮
弘
明

藤
崎
和
美　
　

藤
﨑
宣
行

〔
香　
　
　
取
〕

岩
澤
武
司　
　

関
根
新
一

藤
﨑
榮
一　
　

藤
﨑
武
夫

〔
駒　
井　
野
〕

村
田
富
美
男

〔
大　
清　
水
〕

池
田
孝
藏　
　

石
井
隆
伸

岡
野
政
男　
　

菅
谷
正
美

根
本
元
気　
　

渡
邉
武
義

龍
﨑
文
雄

〔
久　
米　
野
〕

神
﨑
政
幸　
　

神
﨑　

昭

神
﨑　

修　
　

岸
野　

武

藤
崎
久
夫

〔
長　
　
　
田
〕

鬼
澤
武
男　
　

鬼
澤　

稔

平
山
恒
夫　
　

横
瀬
隆
弘

〔
堀　
之　
内
〕

岩
澤
秀
晴　
　

小
櫃
福
男

黒
田
昭
治　
　

瀧
澤
典
男

平
山
幸
宏

〔
東　
　
　
峰
〕

萩
原　

進

〔
十　
余　
三
〕

荒
居　

博　
　

岩
澤
貞
男

及
川　

直　
　

加
瀬
雅
英

神
山
一
三　
　

河
野
正
市

小
林
重
夫　
　

小
山
哲
生

瀧
澤
武
彦　
　

西
山
重
男

橋
本　

康　
　

橋
本
義
雄

日
吉
孝
夫　
　

峯
岸
政
行

森
川
一
郎　
　

渡
辺
義
明

〔
本　
　
　
城
〕

栗
原
廣
信　
　

髙
木
幹
人

平
山
弘
平　
　

細
田
秋
三

堀
越　

孝　
　

龍
﨑　

隆

〔
三
里
塚
御
料
〕

市
原
健
治　
　

菅
谷　

忠

深
堀
俊
雄　
　

吉
田
幸
平

〔
南
三
里
塚
〕

新
井　

央　
　

川
島
恵
子

斉
藤
正
吉　
　

野
平
聰
一

〔
三　
里　
塚
〕

藤
崎　

守

〔
三
里
塚
光
ヶ
丘
〕

上
江
洲
智
昭　

 

鈴
木
貞
夫

中
野
治
雄

〔
西
三
里
塚
〕

鈴
木　

稔　
　

平
山
幹
夫

藤
崎
長
司　
　

前
林　

誠

松
戸
藤
一
郎

〔
本
三
里
塚
〕

朝
日　

章　
　

島　

寛
征

鈴
木
金
作　
　

村
山
政
廣

若
林
明
男

〔
新
駒
井
野
〕

久
津
瑞
穂　
　

高
梨　

進

藤
﨑
孝
一　
　

前
林
勝
雄

前
林
嘉
雄　
　

山
田
竹
男

〔
並　
木　
町
〕

大
木　

和　
　

加
藤
俊
宣

中
野
清
司　
　

野
々
宮
静
雄

長
谷
川
栄　
　

藤
﨑
貞
治

本
多　

清
中
　
央
　
地
　
区

〔
野　
毛　
平
〕

木
川
禎
博　
　

木
川
三
郎

黒
田
長
利　
　

澤
田
総
一

澤
田
正
夫　
　

吉
川　

弘

〔
東　
金　
山
〕

大
見
川
淳
一　

大
見
川
優

小
川
和
一

〔
関　
　
　
戸
〕

臼
田　

正　
　

澤
田
安
男

〔
和　
　
　
田
〕

石
橋　

繁　
　

吉
岡
喜
久
雄

〔
下　
金　
山
〕

小
川
郷
史　
　

小
川　

繁

加
藤
市
郎　
　

日
暮
英
世

〔
新　
　
　
妻
〕

浅
野
秀
明　
　

岩
館
政
弘

岩
舘
健
二　
　

小
川
禎
斎

榊
原
輝
保　
　

篠
田
貞
夫

篠
田
孝
道　
　

伊
達
良
雄

〔
芦　
　
田
〕

岩
舘
喜
一　
　

岩
舘
秀
明

伊
藤　

功　
　

伊
藤
裕
之

大
木
瀧
茂　
　

倉
波
正
利

関
川
孝
行

〔
芦　
　
田
（
海
老
川
）〕

加
藤
栄
久　
　

加
藤
和
則

加
藤　

茂　
　

加
藤
順
弘

〔
東　
和　
泉
〕

伊
達
恒
雄　
　

成
毛
喜
三
郎

〔
西　
和　
泉
〕

岩
澤　

博　
　

岩
澤　

衛

田
中
恒
雄　
　

渡
邊
義
本

〔
赤　
　
　
荻
〕

秋
山
哲
弥　
　

大
木　

直

寺
内
和
男　
　

山
倉
幹
則

山
倉
幸
治　
　

渡
邉
和
芳

〔
成　
　
　
田
〕

内
海
房
雄　
　

吉
岡
秀
明

〔
寺　
　
　
台
〕

稲
垣
武
比
古　

稲
垣
康
治

〔
郷　
　
　
部
〕

大
木
徳
治　
　

大
木　

朗

片
山　

武　
　

久
保
庭
幸
平

〔
土　
　
　
屋
〕

石
原
一
郎　
　

瓜
生
清
和

大
木
正
義　
　

佐
久
間
宏
敏

山
田
順
一　
　

山
田
績
子

渡
辺
俊
昭

〔
不
動
ヶ
岡
〕

石
原
輝
夫　
　

石
原
市
郎

石
原
ひ
さ
子

酒
　
々
　
井
　
地
　
区

〔
飯　
　
　
積
〕

篠
原
清
司　
　

篠
原
嘉
男

〔
伊　
　
　
篠
〕

磯
山
弘
視　
　

吉
岡
栄
次

〔
伊
篠
新
田
〕

山
﨑
忠
男

〔
尾　
　
　
上
〕

京
増
克
己　
　

京
増
徳
雄

〔
柏　
　
　
木
〕

竹
尾
光
雄　
　

綿
貫　

博

〔
上　
岩　
橋
〕

秋
山　

貴　
　

伊
藤　

明

伊
藤　

勝　
　

高
野
昭
男

福
田
博
信　
　

吉
野　

保

〔
上
本
佐
倉
〕

川
島　

正　
　

柳
橋　

亙

〔
酒　

　々
井
〕

池
田
敦
雄　
　

岩
澤　

正

太
田
喜
好　
　

中
台
冨
士
夫

〔
下　
岩　
橋
〕

宮
野
仁
一

〔
墨
〕

朝
増
祥
一　
　

斉
藤
慎
蔵

白
井
三
千
夫

〔
中　
　
　
川
〕

青
木
敏
勝　
　

萩
原
作
藏

〔
本　
佐　
倉
〕

岡
野
義
広　
　

内
田
俊
雄

〔
馬　
　
　
橋
〕

子
安　

章　
　

子
安
新
一

�

（
敬
称
略
）



5

T O P I C S

米
の
初
検
査
が
始
ま
る

初
の
移
動
購
買
を
実
施

ヤ
マ
ザ
キ
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
が
１
周
年
感
謝
セ
ー
ル
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
成
田
市
管
内
の
平
成
25
年
産
米
の
初
検

査
が
北
羽
鳥
新
田
倉
庫
に
お
い
て
行
わ
れ
、
生

産
者
と
Ｊ
Ａ
関
係
者
25
名
が
立
ち
会
い
ま
し
た
。

こ
の
日
出
荷
さ
れ
た
ふ
さ
お
と
め
１
６
４
袋
を

検
査
し
、
す
べ
て
が
１
等
米
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
例
年
よ
り
生
育
が

早
い
状
況
で
す
。
生
産
者
の
方
に
話
を
伺
っ
た

と
こ
ろ
「
品
質
の
良
い
美
味
し
い
お
米
が
多
く

収
穫
出
来
る
と
思
う
」
と
今
後
の
出
荷
に
期
待

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

検
査
員
を
務
め
た
中
野
仁
彦
営
農
振
興
課
長

は
「
虫
害
や
乳
白
米
は
見
ら
れ
ず
、
品
質
も
良

い
。
今
年
も
１
等
比
率
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
」
と
評
価

し
て
い
ま
し

た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で

は
、加
工
米
・

飼
料
米
・
契

約
米
を
含
め

て
約
９
万
俵

の
集
荷
を
見

込
ん
で
い
ま

す
。

　

豊
住
支
所

は
生
活
用
品

や
新
鮮
野

菜
、
Ａ
コ
ー

プ
商
品
な
ど

を
販
売
す
る

移
動
購
買
を

実
施
し
ま
し

た
。
同
地
区

を
２
コ
ー
ス

に
分
け
て
行

い
、
各
販
売

場
所
と
も
大

変
な
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

　

移
動
購
買
は
組
合
員
及
び
地
域
の
皆
様
に
感

謝
を
込
め
る
と
共
に
、
地
域
密
着
と
当
Ｊ
Ａ
の

Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
豊
住
支
所
で
は
今
回
初
め
て
実
施
。

組
合
員
の
方
か
ら
は
「
支
所
や
事
業
所
ま
で
行

く
の
が
大
変
な
の
で
近
く
ま
で
来
て
く
れ
て
助

か
る
」
と
好
評
で
し
た
。

　

大
木
秀
樹
支
所
長
は
「
多
く
の
方
々
と
ふ
れ

あ
う
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

次
回
は
12
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

酒
々
井
農
産
物
直
売
所
は
ヤ
マ
ザ
キ
Ｙ

シ
ョ
ッ
プ
と
の
コ
ラ
ボ
１
周
年
を
記
念
し
、
感

謝
セ
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
店
内
に
は
沢
山

の
新
鮮
野
菜
の
他
、
和
菓
子
や
豆
い
っ
ぱ
い
大

福
な
ど
の
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
商
品
が
数
多
く
取
り
揃

え
ら
れ
、
レ
ジ
は
朝
か
ら
行
列
に
な
る
盛
況
ぶ

り
。
駐
車
場
で
は
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
賑
っ
て

い
ま
し
た
。

　

感
謝
セ
ー
ル
で
は
食
育
ソ
ム
リ
エ
に
よ
る
美

味
し
い
野
菜
の
見
分
け
方
な
ど
の
相
談
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
来
場
客
か
ら
は
「
普
段

か
ら
買
い
物
に
来
て
お
り
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
時
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
好
評
で
し

た
。

　

大
須
賀
和
則

支
所
長
代
理

は
「
多
く
の
皆

様
に
ご
利
用
い

た
だ
き
、
１
周

年
を
迎
え
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆

様
の
期
待
に
応

え
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

8月21日

8月10日

8月12日
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青
壮
年
部
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
準
優
勝

女
性
部
が
料
理
講
習
会
を
開
催

ク
イ
ッ
ク
ス
ィ
ー
ト
の
販
売
会
議
を
開
催

　
Ｊ
Ａ
成
田

市
青
壮
年
部

は
八
街
市
に

お
い
て
開
催

さ
れ
た
第
32

回
千
葉
県

青
協
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

に
出
場
し
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
青

壮
年
部
は
昨

年
優
勝
し
た

た
め
シ
ー
ド

さ
れ
、
準
決
勝
戦
は
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
青
年
部
を

17
対
９
で
下
し
、決
勝
戦
を
前
に
部
員
達
は「
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
最
高
。
連
覇
を
狙
い
た
い
」

と
闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
ち
ば

み
ど
り
青
年
部
に
惜
し
く
も
僅
差
で
敗
れ
、
準

優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
海
川
昌
浩
青
壮
年
部
部
長
は
「
あ
と
一
歩

の
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
悔
し
い
。
来

年
は
必
ず
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
て
優
勝
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
成
田
市
女
性
部
は
サ
ン
ポ

ッ
プ
に
お
い
て
料
理
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
部
員
は
じ
め
40
名

が
参
加
し
、
星
野
物
産
㈱
の
方
を

講
師
に
Ａ
コ
ー
プ
マ
ー
ク
商
品
を

使
っ
た
料
理「
ど
ら
焼
き
」や「
ケ

ー
フ
サ
レ
風
パ
ン
ケ
ー
キ
」「
タ
ン
タ
ン
う
ど

ん
」
な
ど
を
作
り
、
楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

料
理
教
室
は
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
部
員
の

友
人
に
も
声
を
か
け
、
多
く
の
参
加
者
を
募
っ

て
い
ま
す
。

　

料
理
後
は
食
事
会
を
行
い
、
出
来
栄
え
を
確

認
。部
員
か
ら
は「
簡

単
に
作
れ
る
の
で
、

さ
っ
そ
く
家
で
も
作

っ
て
み
た
い
」
と
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

女
性
部
で
は
こ
れ
か

ら
も
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

（
今
回
の
講
習
会
で

作
っ
た
タ
ン
タ
ン
う

ど
ん
の
レ
シ
ピ
は
Ｐ

11
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
下
さ
い
）

　
Ｊ
Ａ
成
田

市
甘
芋
ん
育

成
研
究
会
は

園
芸
セ
ン

タ
ー
に
お
い

て
ク
イ
ッ
ク

ス
ィ
ー
ト
の

害
虫
防
除
を

兼
ね
た
販
売

会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

生
産
者
と
Ｊ

Ａ
関
係
者
19

名
が
出
席
し
、

印
旛
農
業
事
務
所
の
大
﨑
普
及
技
術
員
を
講
師

に
、
夏
場
に
発
生
し
や
す
い
チ
ョ
ウ
目
害
虫
の

防
除
方
法
を
確
認
し
た
他
、
生
産
者
同
士
で
活

発
な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

瀧
澤
典
男
会
長
は
「
有
意
義
な
意
見
交
換
が

出
来
た
。
こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
会
議
や
視
察

を
行
い
、
ク
イ
ッ
ク
ス
ィ
ー
ト
の
品
質
向
上
に

努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

　

同
会
の
ク
イ
ッ
ク
ス
ィ
ー
ト
は
今
年
、

５
２
４
㌃
を
作
付
け
、
１
３
１
㌧
の
出
荷
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

〜JA管内の話題〜

7月24日

7月30日

8月7日



7

麻
賀
多
神
社
で
例
大
祭
を
開
催

小
学
校
の
先
生
方
が
遠
山
野
草
園
を
視
察
研
修

　

台
方
の
麻
賀
多

神
社
に
お
い
て
例

大
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
例
大
祭

は
豊
作
祈
願
と
悪

魔
払
い
の
祭
り
と

し
て
古
く
か
ら
伝
え
ら
れ
、
台
方
と
下
方
の
両

地
区
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
両
地
区
の
若
衆
を
中
心
に
３
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
獅
子
舞
を
神
社
と
鳥
居
河

岸
で
奉
納
し
た
他
、
神
輿
の
渡と

御ぎ
ょ

や
山
車
の
引

き
回
し
が
行
わ
れ
、
夜
ま
で
盛
り
上
が
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
若
頭
を
務
め
た
澤
田
正
人
さ
ん
を
中
心

と
し
た
山
車
の

引
き
回
し
で
は
、

引
き
手
か
ら
威

勢
の
よ
い
掛
け

声
が
響
き
渡
り
、

地
域
の
方
や
見

物
客
か
ら
「
頑

張
れ
」
と
声
援

が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

八
街
市
内
の
小

学
校
の
先
生
17
名

が
、当
広
報
誌「
み

の
り
」
に
連
載
中

の
安
達
廣
子
さ
ん

の
遠
山
野
草
園
へ

視
察
研
修
に
訪
れ

ま
し
た
。

　

研
修
は
生
活
科

の
授
業
で
行
う
植

物
に
つ
い
て
知
識

を
身
に
つ
け
る
た

め
、
今
回
初
め
て

実
施
。
先
生
方
は

名
札
カ
ー
ド
を
手

に
自
ら
草
花
を
見

つ
け
た
後
、
講
師

の
安
達
さ
ん
か
ら
の
説
明
を
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
先
生
方
は
「
普
段
見
る
事
の
な

い
花
を
見
て
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
子
供
達

に
自
然
と
ふ
れ
あ
う
事
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

安
達
さ
ん
は
「
花
と
遊
び
な
が
ら
五
感
を
通

し
て
感
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

〜JA管内の話題〜

　

今
月
の
表
紙
は
青
壮
年
部
に
所
属
し
、
稲
作

を
専
業
と
す
る
担
い
手
農
家
の
加
藤
勝
さ
ん
で

す
。
父
の
市
郎
さ
ん
と
９
月
中
旬
頃
ま
で
稲
の

収
穫
作
業
を
連
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
天
候
が
恵
ま
れ
、
例
年
よ
り
早
く
収

穫
期
を
迎
え
、
作
柄
は
良
好
。
多
く
の
収
量
が

見
込
め
る
と
の
事
で
す
。

　

加
藤
さ
ん
に
抱
負
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
「
美
味

し
い
お
米
を
多
く
の
人
に
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

成
田
市
下
金
山

加
藤
　
勝
さ
ん

今月の

次代の
担い手

表紙

7月28日

7月31日

踊り手は当JA公津支所
金融渉外の出山洋介



●営農振興課　平澤達也

水稲
情報
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良質米生産は土づくりから
　土づくりは作物栽培において必要不可欠です。稲わらを有
効活用することで、土壌に力をつけましょう。
　稲わらは燃やすと無機質となり、土づくりの効果はほとんど
ありません。そこで、稲わらをすき込むことで土壌へ有機物を補
充し、収量や品質の向上が期待できます。
　稲わらは、土壌中の微生物により分解されますが、その微生物の活動は地温が
下がるにつれ低下するため、すき込みの時期については稲刈り終了後から遅くと

も 10 月中までには終了させるようにしましょう。
　耕うんの深さは、腐熟促進を考慮して５~10㎝の浅耕とします。なお、分解促進のために、石灰窒
素 10 ａ当たり 20㎏や、ワラゴールド 10 ａ当たり 30㎏等を施用すると分解が早まります。

　また、千葉県内の水田では、ケイ酸とリン酸の不足している圃場が多く見られます。ケイ酸は pH
が上がると溶出率が減少しますので、多めの補給を心掛けて下さい。リン酸は苦土との相性が良く、
お互いに稲への吸収を促進します。不足しがちな重要成分の補給を行って、「土づくり」から「よい
米作り」を！

銘柄名
保証成分（％）

特　　長
リン酸 苦土 ケイ酸

粒 状 よ う り ん 17 12 20 鉄・モリブデン・銅などを含有

粒 状BMよ う り ん 20 12 20 ホウ素・マンガンを保証、鉄・銅など含有

粒 状 ケ イ カ ル   5 30 ケイ酸資材の定番

農 力 ア ッ プ   1 20 溶出率が高いので従来の資材より少量でよく効く

製品紹介



《ポイント１》黒斑病は首部が黒変し、やや陥没する。　　
《ポイント２》�黒斑病・黒葉枯病とも、葉に黒褐色の病斑を生じる。症状がすすむと葉が黄化し、

その後、枯死する。 
《ポイント３》生育中後期に発生が目立つので、防除薬剤の散布時期は間引き前後に行う。
下記の薬剤を間引き以降にローテーション散布しましょう。

《ポイント１》
　チョウ目害虫は、夏期に高温、
晴天の日が続くと発生しやすい。
《ポイント２》
　幼虫が大きくなると薬効が低
下するので、幼虫が小さいうち
に早めに防除しましょう。
《ポイント３》
　同系統の薬剤の連用は避け、
系統の違う薬剤をローテーショ
ンで散布しましょう。

　その後、茎葉部に症状の発生がみられたら、
■ストロビーフロアブル　2000倍　(７日前、３回以内)　予防・治療　を散布しましょう。

※�ハクサップ水和剤は使用回数５回以内となっていますが、パーマチオン水和剤（フェンバレレー
ト・MEP水和剤）またはマラソン粉剤1.5と成分が重複するため、これらの薬剤を使用する場
合は注意してください。
　�　ヒルガオハモグリガ・ハスモンヨトウの老齢幼虫・蛹、巻いた葉の中のイモコガの幼虫では
薬剤の効果が劣ります。被害の発生状況観察と、発生初期防除に努めましょう。

○防除薬剤(黒葉枯病で登録)
薬剤名 使用量 使用時期 備考

ベルクート水和剤(フロアブル) 1000倍 14日前、５回以内 予防
ダコニール1000 1000倍 ７日前、５回以内 予防

カンタスドライフロアブル 1000倍 14日前、３回以内 予防
ロブラール水和剤 1000倍 14日前、４回以内 予防・治療

ポリオキシンＡＬ水和剤 500倍 ７日前、５回以内 予防・治療

●園芸販売課　石井勝祐

園芸
情報

秋冬人参

甘　藷

生育中後期に発生する黒斑病・黒葉枯病を間引き前後で
防除しよう！

チョウ目害虫(ハスモンヨトウ、ナカジロシタバ、イモコガ等）の
早期防除に努めよう！

系統 薬剤名 適用害虫名 使用量・使用濃度 使用時期 使用回数

カーバメート
系

ラービン水和剤75 ナカジロシタバ
イモコガ

ハスモンヨトウ

1,500倍 収穫3日前まで
3回以内ラービン

フロアブル 750～1,000倍 収穫3日前まで

ランネート45DF ナカジロシタバ
ハスモンヨトウ 1,000～2,000倍 収穫7日前まで 5回以内

合成ピレス
トロイド系
有機リン系

ハクサップ水和剤
（フェンバレレート・
マラソン水和剤）

ナカジロシタバ
イモコガ

ハスモンヨトウ
1,000倍 収穫7日前まで 5回以内※

IGR剤 ノーモルト乳剤
ナカジロシタバ 1,000倍

収穫7日前まで 2回以内
ハスモンヨトウ 1,000～2,000倍

その他

アファーム乳剤 ハスモンヨトウ 1,000～2,000倍 収穫7日前まで 3回以内

トルネードエースDF ナカジロシタバ
ハスモンヨトウ 2,000倍 収穫7日前まで 2回以内

プレオフロアブル ハスモンヨトウ 1,000～2,000倍 収穫7日前まで 2回以内
コテツフロアブル ハスモンヨトウ 2,000倍 収穫前日まで 2回以内

フェニックス
顆粒水和剤

ナカジロシタバ 2,000倍
収穫前日まで 2回以内

ハスモンヨトウ 2,000～6,000倍
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ダ
イ
コ
ン
は
、
強
大
な
根
を
早

い
ス
ピ
ー
ド
で
地
中
に
形
成
す
る

の
で
、
根
形
や
品
質
が
土
壌
や
肥

料
栄
養
条
件
の
影
響
を
受
け
や
す

い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
次
に
述
べ
る
ポ
イ
ン

ト
を
押
さ
え
て
育
て
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

⑴
畑
の
準
備
と
元
肥
の
施
し
方

　

少
な
く
と
も
種
ま
き
の
20
日
以

上
前
に
畑
全
面
に
石
灰
を
ま
き
、

木
切
れ
や
石
な
ど
の
障
害
物
を
取

り
除
き
な
が
ら
30
㎝
以
上
の
深
さ

に
耕
し
ま
す
。
未
熟
な
堆
肥
を
施

す
と
根
に
変
形
が
生
じ
や
す
い
の

で
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
吸

肥
力
は
強
い
方
な
の
で
、
前
作
に

堆
肥
が
施
し
て
あ
れ
ば
、
特
に
堆

肥
を
与
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

痩
せ
地
で
有
機
物
不
足
が
心
配

な
ら
、
完
熟
堆
肥
と
有
機
配
合
肥

料
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の

（
事
前
に
発
酵
し
た
も
の
な
ら
申

し
分
な
し
）
を
、
図
の
よ
う
に
株

間
に
当
た
る
所
に
少
量
施
し
、
根

の
伸
び
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

⑵
ま
き
ど
き
を
守
る

　

早
ま
き
し
過
ぎ
る
と
病
害
虫
の

被
害
を
受
け
や
す
く
、
遅
過
ぎ

る
と
根
の
肥
大
不
足
に
な
り
ま

す
。
温
暖
な
平
た
ん
地
の
ま
き
ど

き
は
８
月
中
旬
～
９
月
中
旬
で
す

が
、
品
種
に
よ
る
違
い
も
あ
る
の

で
、
種
子
を
求
め
る
と
き
に
適
期

を
確
か
め
、
適
期
範
囲
の
や
や
遅

め
に
ま
き
、
管
理
を
入
念
に
し
て

生
長
を
促
進
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

⑶�

間
引
き
と
追
肥
、
入
念
な

土
寄
せ

　

種
子
は
１
カ
所
５
～
６
粒
を
、

片
寄
ら
な
い
よ
う
円
状
に
ま
き
、

本
葉
１
枚
の
頃
か
ら
６
～
７
枚
の

頃
に
か
け
て
３
回
間
引
き
し
、
１

本
立
て
に
し
ま
す
。
間
引
き
の
際

に
は
、
子
葉
が
正
ハ
ー
ト
形
で
、

素
直
に
開
い
て
い
る
も
の
を
残
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
異
常
に
育

ち
の
早
い
も
の
や
非
対
称
の
も
の

は
岐
根
や
短
形
に
な
る
場
合
が
あ

る
の
で
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

間
引
い
た
ら
株
の
周
り
に
土
を
寄

せ
立
ち
上
が
ら
せ
ま
す
。
追
肥
は

第
２
回
目
の
間
引
き
時
か
ら
半
月

ご
と
に
３
回
ほ
ど
与
え
、
土
を
掛

け
て
畝
を
形
作
り
ま
す
。

⑷�

害
虫
の
予
防
、
駆
除
を
怠

り
な
く

　

ア
ブ
ラ
ナ
科
野
菜
の
常
と
し
て
、

各
種
の
害
虫
（
シ
ン
ク
イ
ム
シ
、

コ
ナ
ガ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
、
ハ
ス
モ

ン
ヨ
ト
ウ
な
ど
）
の
被
害
を
受
け

や
す
い
の
で
、
適
用
農
薬
を
適
正

に
散
布
し
て
防
ぎ
ま
す
。

　

農
薬
に
依
存
し
な
い
防
除
法
と

し
て
は
事
前
に
ソ
ル
ゴ
な
ど
を
何

列
か
置
き
に
作
付
け
し
、
害
虫
飛

来
の
障
壁
と
す
る
方
法
や
、
防
虫

ネ
ッ
ト
や
べ
た
掛
け
資
材
を
ト
ン

ネ
ル
状
に
被
覆
（
べ
た
掛
け
資
材

は
じ
か
掛
け
）
す
る
方
法
が
あ
り

ま
す
。
被
覆
は
種
ま
き
後
３
週
間

以
内
ぐ
ら
い
に
し
、
そ
の
後
は
除

去
し
な
い
と
生
育
に
支
障
を
来
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

良
質
ダ
イ
コ
ン
作
り
の
ポ
イ
ン
ト

あなたもチャレンジ !　　　　　　　家庭菜園

坂
木
技
術
士
事
務
所
◉
坂
木
利
隆
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秋
ま
き
草
花
の
種
ま
き
は
、
秋
の
お

彼
岸
の
頃
に
は
済
ま
せ
ま
す
。
秋
ま
き

草
花
は
温
帯
原
産
の
も
の
が
多
く
、
発

芽
適
温
が
15
度
程
度
の
も
の
が
多
い
の

で
、
も
う
少
し
後
で
も
発
芽
は
し
ま
す

が
、
寒
さ
に
向
か
い
ま
す
の
で
、
植
物

体
が
十
分
に
生
育
で
き
ま
せ
ん
。
冬
越

し
や
、
来
春
の
開
花
に
影
響
し
ま
す
。

　

多
く
の
球
根
は
10
月
に
植
え
付
け
ま

す
が
、
オ
キ
ザ
リ
ス
は
９
月
に
植
え
ま

す
。
日
当
た
り
の
良
い
所
で
育
て
る
と

よ
く
花
が
咲
き
ま
す
の
で
、
南
面
の
日

の
よ
く
当
た
る
場
所
に
、
上
中
旬
に
植

え
る
と
11
月
ご
ろ
か
ら
咲
き
だ
し
ま
す
。

霜
の
あ
た
ら
な
い
所
な
ら
、
そ
の
ま
ま

春
ま
で
少
し
ず
つ
花
が
咲
い
て
い
き
ま

す
。
晩
秋
か
ら
冬
の
花
の
少
な
い
時
期

に
、
貴
重
な
役
割
を
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

植
え
付
け
て
か
ら
短
時
間
で
早
く
咲

か
せ
て
、
冬
の
初
め
の
花
壇
を
飾
っ
て

く
れ
る
も
の
に
秋
咲
き
サ
フ
ラ
ン
も
あ

り
ま
す
。
９
月
中
に
植
え
れ
ば
１
ヵ
月

く
ら
い
で
開
花
し
ま
す
。

　

花
は
来
春
に
な
り
ま
す
が
、
ユ
リ
、

フ
リ
ー
ジ
ア
も
他
の
球
根
よ
り
早
め
に
、

９
月
中
に
植
え
付
け
ま
し
ょ
う
。
ユ
リ

は
球
根
を
乾
か
さ
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
の
で
、
買
い
求
め
た
ら
す
ぐ
に
植
え

ま
す
。
ユ
リ
は
球
根
の
上
の
茎
に
出
る

根
（
上
根
）
か
ら
肥
料
を
吸
う
の
で
、

深
め
に
植
え
ま
す
。

　

何
年
か
植
え
た
ま
ま
の
モ
ス
フ
ロ
ッ

ク
ス
（
シ
バ
ザ
ク
ラ
）
や
２
～
３
年
植

え
た
ま
ま
の
シ
ャ
ク
ヤ
ク
な
ど
は
今
月

中
に
植
え
替
え
ま
す
。
モ
ス
フ
ロ
ッ
ク

ス
は
涼
し
く
な
っ
て
元
気
を
取
り
戻

し
、
根
を
伸
ば
し
や
す
い
時
期
で
す
し
、

シ
ャ
ク
ヤ
ク
は
10
月
ご
ろ
、
新
し
い
根

を
伸
ば
す
時
期
で
す
の
で
、
そ
の
直
前

が
い
い
の
で
す
。

　

10
月
は
、
９
月
に
種
ま
き
し
た
も
の

の
定
植
や
球
根
の
植
え
付
け
時
期
に
な

り
ま
す
の
で
、
植
え
付
け
予
定
の
花
壇

の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
植
え

付
け
の
３
週
間
く
ら
い
前
に
は
、
土
の

酸
性
を
中
和
し
、
堆
肥
や
元
肥
の
化
成

肥
料
な
ど
を
土
と
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

晩
秋
を
飾
る

オ
キ
ザ
リ
ス
、
サ
フ
ラ
ン

四季の
花作り

A コープ簡単レシピ「国産小麦粉づくり 手振りうどん」を使って

【ワンポイント】
発汗作用で代謝も上がり、夏バテ対策におすすめです。

材料の「国産小麦粉づくり 手振りうどん」は
Ａコープにて344円（税込）で販売しています。

暑さも吹き飛ぶピリ辛うどん！

❶�手振りうどんを４分ゆで、水でさらし（つけ汁の時は４
分半ゆでて冷水でさらす）。水を切っておきます。
❷�鍋にごま油とひき肉を入れて火にかけ、ぽろぽろになる
まで炒めます。
❸みじん切りにしたねぎと生姜を加え、炒め合わせます。
❹�❸と（Ａ）と水3.5カップを加え煮立たせてアクをとり
ます。（水を2.5カップにしてつけ汁風にもできます）

❺�ゆでたうどんとニラを入れ、ひと煮たちせさせて出来上
がりです。
※お好みでラー油、糸唐辛子をのせるとひと味変わります。

手振りうどん…………２束
豚挽き肉…………… 80ｇ
長ねぎ…………… １/２本
根生姜…………………１片
にら……………… １/４束
胡椒……………………少々

(Ａ)
　ごま油…………大さじ２
　練り胡麻………大さじ２
　みそ……………大さじ２
　めんつゆ………大さじ２
　豆板醤…………大さじ１

材料(2人分) �

作　り　方

タンタンうどん（女性に人気）
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農業機械事業所より

Aコープより 生活部より

秋の農繁期対策を実施中

秋のお彼岸に向けてご利用下さい 介護保険のサービス内容や利用についての相談を承ります

今月の無料『税金・法律』相談

【期　　間】８月17日（土）～９月16日（月）
　期間中は休まず営業しますので、作業
中における機械の故障等の不具合がござ
いましたら、いつでも下記までご連絡下
さい。
【お問い合せ】
農業機械事業所（宝田）� TEL.0476（22）3815
農業機械事業所（十余三）�TEL.0476（36）1546
農業機械事業所（酒々井）�TEL.043（496）9687

巡回人間ドッグを開催

ＪＡが皆様の健康な体作りをサポートします
【検 診 日】　10月21日㈪
【会　　場】　本所
【受付時間】　９時～11時
【検診料金】　通常29,000円のところJAでは…
　■長期共済加入者　⇒　22,290円
　�〔35歳以上で長期共済（建更含む）5,000
万円以上の加入世帯〕
　■上記以外の方　　⇒　26,690円
【締 切 日】　９月20日㈮
【お申込み・お問い合せ】　各支所または
生活課TEL.0476（22）6716� FAX.0476（22）6931

　Ａコープ店では
秋のお彼岸用の花
の販売を行ってい
ます。
　また、「オード
ブル」等の注文も随時、承っていますの
で、是非ご利用下さい。
【お問い合せ】
Ａコープ店　TEL.0476（23）0091

年金友の会より

第34回グラウンドゴルフ大会を開催
【日　程】11月６日（水）
【場　所】中台陸上競技場
【申込み】各支所へ
【締切日】10月11日（金）

　多くの会員の方の
ご参加をお待ちしております。
【お問い合せ】各支所または金融推進課

金融推進課より

振り込め詐欺にご注意を！
私は大丈夫、そんなあなたがだまされる！
１．息子・孫などから「携帯変えた」
　　「お金が必要」は怪しい
２．警察官・銀行関係者はキャッシュ
　　カード等を預かる事はない
３．在宅中も留守番電話にしておく
　　うちにも「きっと来るぞ」と注意して
■振込詐欺相談ダイヤル� 0120-494-506
■成田警察署 � 0476-27-0110

【日　　時】　９月20日㈮　午前10時～12時迄（30分毎）
【場　　所】　本所
【内�　　容】　日常や将来の介護について､認知症状、
食事、その他生活上の悩みなど幅広い相談を
ケアマネージャーが承ります。

【日　　程】　９月25日㈬　
【場　　所】　本所
【税金相談】　曽根正雄税理士　午前９時～（60分毎）
【法律相談】　吉澤　功弁護士　午前10時～12時まで（30分毎）
※�各種相談は事前予約をお願いします。
【お問い合せ】　生活課 TEL.0476（22）6716

〜JAからお知らせ〜
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お得な金融情報！

秋の農作業安全運動を実施中

新スーパーフリーローン「モア」の取扱いを開始

農作業事故防止を呼び掛けています

お使いみちは自由！ 主婦やパートの方もOK！
（ただし、事業性資金はご利用いただけません）
※�その他、必要書類等の詳しい事はお気軽に
最寄りの支所窓口までお問い合せ下さい。

【運動期間】
８月15日（木）～９月16日（月）
　当JAでは、積極的に農作業事故防
止に向けた取り組みを行っています。
　定期的に安全講習会を開催してい
る他、ポスターの提示（右図）やチ
ラシ等の配布を行い、事故防止を呼
び掛けていますので、宜しくお願い
します。

JA成田市MC農機安全指導連絡協議会
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夏
休
み
揃
い
の
ゆ
か
た
で
盆
お
ど
り

　
　
　
団
地
総
出
の
お
楽
し
み
会

　
　
　

酒
々
井
町
中
央
台　

永
山　

康
子

平
成
の
子
女
の
鑑

か
が
み

と
励
ま
し
ぬ

　
　
　
海
外
出
張
重
ね
る
孫
を

　
　
　

成
田
市
畑
ヶ
田　
　

石
井　

春
江

土
手
刈
り
を
主
人
下
で
妻
が
上

　
　
　
水
音
ひ
び
く
出
穂
の
水
田

　
　
　

成
田
市
幡
谷　
　
　

桧
垣　

寿
夫

盆
な
の
に
郷
へ
帰
れ
ぬ
放
射
能

　
　
　

酒
々
井
町
中
央
台　

間
野
目
伊
津
子

菖
蒲
園
愛
の
花
咲
く
サ
ッ
パ
舟

　
　
　

成
田
市
飯
仲　
　
　

村
島　

庄
次

孫
昼
寝
好
き
な
向
き
あ
り
夏
座
敷

　
　
　

成
田
市
並
木
町　
　

山
崎　

敏
雄

盆
が
来
て
皆
が
集
ま
り
に
ぎ
や
か
に

　
　
　

ペ
ン
ネ
ー
ム　
　
　

コ
ス
モ
ス

酷
暑
に
も
負
け
ず
ゲ
ー
ト
で
老
の
意
気

　
　
　

成
田
市
宝
田　
　
　

小
川　

幸

　
何
年
振
り
か
で
青
梅
が
沢
山
と
れ
ま
し
た
。

梅
酒
・
梅
ジ
ャ
ム
・
梅
の
は
ち
み
つ
煮
・
梅

干
等
に
。
梅
干
も
盆
月
に
入
り
天
候
に
め
ぐ

ま
れ
、
よ
う
や
く
「
カ
メ
」
に
収
納
で
き
ま

し
た
。
で
き
あ
が
り
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

梅
干
も
楽
し
み
で
す
が
、
何
と
い
っ
て
も
梅

酢
で
す
。
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
・
漬
物
の
か
く
し

味
に
活
用
。
木
の
実
を
食
べ
て
１
２
０
年
と

名
言
の
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
健
康
で
あ
り

た
い
で
す
。

　
　

成
田
市
新
妻　
　
　
　

石
橋　

直
子

雷
鳴
で
目
覚
め
た
時
は
何
時
か
な

　
　
　

成
田
市
東
和
田　
　

池
田　

雪
博

生
ま
れ
初そ

む
舞
い
方
な
り
し
揚
羽
蝶

　
　
　

酒
々
井
町
飯
積　
　

梅
澤　

波
葉

孟
蘭
盆
会
こ
ん
ば
ん
提
灯
灯ひ

を
と
も
し

　
　
　

成
田
市
大
清
水　
　

新
島　

新
吾

ニ
ガ
ウ
リ
さ
ん
今
年
も
涼
し
さ
あ
り
が
と
う

　
　
　

酒
々
井
町
尾
上　
　

小
出　

喜
市

川
柳
・
俳
句
・
短
歌

読
者
の
お
た
よ
り

の
う
き
ょ
う
柳
檀
平
成
25
年
8
月
20
日
現
在
の
作
品

応
募
総
数
58
点

※読者の皆様からいただいた「おたより」は原稿をそのまま使用しております。
　またご応募いただきましても掲載出来ない場合がありますのでご了承下さい。

①ターザンが発する「アー
アアー」

④旧国名の一つ。現在の岐
阜県北部

⑥家を数えるときに使う言
葉

⑦出前の品を入れて運びま
す

⑨レジに行って済ませます
⑪中秋の名月に月見――を

供えた
⑫117に電話すると聞けま

す
⑭大安、先勝、友引といえ

ば
⑯膝と股関節の間にありま

す
⑱きこりの商売道具です
⑳陸・海・――
�シェフが厨房で作るもの

①水をくんだりすしを盛っ
たり

②時計の文字盤を12時間
で一回り

③バイオリンとチェロの中
間の大きさ

④古新聞をまとめて――で
くくる

⑤鶏の25倍ほどの大きな
卵を産みます

⑧道路の交通規制がやっと
――された

⑩天女が着ている薄い服
⑪餅であんを包んだ和菓子
⑬花札に描かれている想像

上の鳥
⑮天気予報では雲のマーク
⑰ビルや校舎を数えるとき

に使う言葉
⑲おにぎりに巻きます

➡タテのカギ ➡ヨコのカギ

※当選者への野菜は地域循環型農業を薦める生産者（かんらん車の皆様）が作っています。

CROSSWORD-PUZZ
LE

〜クロスワードパズル
〜 解ければ頭がスッキリ!!

　二重マスの文字をならべかえるとある言葉になります。ヒントをもとに
チャレンジして下さい。全部のマスをうめればハッピーへの第一歩 ！

※�各コーナーのご応募は
郵便ハガキで。

宛先・宛名は〒286-0022 成
田市寺台292番地、成田市農
業協同組合広報 みのり係ま
で。9月20日消印有効。抽選
で当選者10名の方に「新
鮮な野菜」プレゼント。

【今月のヒント】
年長者をうやまいます

【8月号の答え】
スイカワリ
成田市北須賀　　　根本　サキ　　　成田市安西　　　藤田　久壽
成田市土屋　　　　中野　成子　　　成田市並木町　　飯塚すみ江
成田市宗吾　　　　土井　照和　　　成田市磯部　　　石橋　里美
成田市本城　　　　四ツ屋正治
酒々井町柏木　　　相京　清子　　　酒々井町上岩橋　松本登美子
酒々井町中央台　　浅野美代子� （敬称略）

〔
先
月
の
当
選
者
〕
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理
事
会
だ
よ
り

　
７
月
25
日
に
定
例
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
報
告
事

項
に
続
い
て
次
の
協
議
事
項
を
審
議
し
、
全
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
７
月
定
例
理
事
会
・
協
議
事
項
】

①
保
証
会
社
提
携
ロ
ー
ン
融
資
要
項
改
訂（
案
）に
つ

い
て
②
不
良
債
権
処
理
状
況
及
び
処
理
方
針（
案
）に

つ
い
て
③
理
事
に
対
す
る
貸
付（
案
）に
つ
い
て
④
農

産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
改
定
及
び
要
領
の
変
更

（
案
）に
つ
い
て
⑤
平
成
25
年
産
米
取
り
扱
い
方
針

（
案
）に
つ
い
て
⑥
北
総
地
区
Ｊ
Ａ
合
併
研
究
会
規
約

及
び
同
幹
事
会
規
程
の
一
部
変
更（
案
）に
つ
い
て
⑦

上
半
期
決
算
の
報
告
及
び
承
認（
案
）に
つ
い
て
⑧
上

半
期
資
産
査
定
の
報
告
及
び
承
認（
案
）に
つ
い
て

【
７
月
末
現
在
の
組
合
状
況
】

■
正
組
合
員
数�

３
，
７
１
４
人

■
准
組
合
員
数�

３
，
６
０
５
人

■
出
資
金�

１
１
億
７
９
３
７
万
円

■
貯
金
残
高�

８
５
１
億
６
５
０
６
万
円

■
貸
出
金
残
高�

２
３
８
億
６
５
０
６
万
円

■
長
期
共
済
保
有
高�

３
０
３
２
億
９
８
７
９
万
円

■
購
買
品
供
給
高�

１
９
億
０
７
１
０
万
円

■
販
売
品
取
扱
高�

４
億
９
８
４
５
万
円

※��

出
資
金
名
義
、
組
合
員
資
格
等
の
変
更
が
あ
る
場

合
は
、
各
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　当センターでは、農業の支援活動等の充実と、農業・農村の振興発展を目
的に九つの事業を行っています。その内容を前回に続いてご案内いたします。

⑴　農地売買等事業（貸借事業）・農地所有者代理事業			 
　　�　農業経営基盤強化促進法に基づき、農地等の効率的な利用と農地の利用集積の

円滑化を図るため、農地等の所有者から借り入れ、効率的かつ安定的な農業経営
を営む担い手に対し利用権の設定をし、農地等の面的集積を効果的に進めます。

　　24年度末の実績
新　規 借入・貸付 ９２件 ４３．９８ha
再設定 借入・貸付 ５４件 ３５．６２ha
継　続 借入・貸付 ６８７件 ３８７．９９ha

合　　　計 ８３３件 ４６７．５９ha
⑵　集落推進活動等事業						    
　　�　法人化等の支援、集落営農の検討等集落活動として、営農状況調査、

集積会議（年間を通しての活動）等を開催し、地域の抱える問題点など
の解決に向けた話し合い等を展開します。

公益財団法人成田市農業センター

（公財）成田市農業センター
〒286-0844 成田市宝田912番地1 JA成田市経済センター2階
　　　　　　 TEL 22-6581　FAX 22-6580
Eメール　nougyoucenter@ar.wakwak.com
URL http://www.narita-nougyoucenter.jp/

※対象は合併前の成田市内になります。

２　�農地利用集積円滑化事業（農地所有者代理事業・農地
売買等事業）等及び農作業受委託の促進に関する事業

北須賀直売所まこもがオープン！

成田警察署より

マンション・アパートにこんな人はいませんか？
○�単身または夫婦だけのはずなのに、密かに複数の
人が出入りしている
○部屋への出入りの際、周囲を異常に気にしている
○ことさらに近隣の住民と接しないようにしている
あなたの周りに武器を製造しているところはありませんか？
○�鉄管、鉄材、角材などを持ち込み、または持ち
出している

○部屋の中で工具類を使う音がする
○部屋の中から火薬・薬品類の臭いがする
　もし、あなたの周辺で「あれ、なんか変だぞ！」と思った時は、
迷わず１１０番または成田警察署（27‐0110）までご連絡下さい。

【開店日】10月４日（金）　午前10時より
　　　　　オープニングセレモニー
　４日（金）～６日（日）までオープニングセールを
実施します。
※�新鮮野菜・つきたて生餅の販売他、豚汁の無料配
布などを行います。
　ぜひ、御来場下さい。
【場　所】
成田市北須賀1219
【お問い合せ】
　北須賀直売所まこも
　TEL.0476（33）3739
　※�９月下旬頃から通

じます

新鮮な地元産野菜が盛沢山

スリーエフ

甚兵衛茶屋

至宗吾

至印西

水神社

成田スカイアクセス

464

464

北須賀直売所
まこも

過激派アジト発見にご協力ください！

北須賀直売所まこも
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総務課 0476（22）6711 審査課 0476（22）6691 酒々井支所 043（496）0291 園芸販売課 0476（36）1541
人事教育課 0476（22）6711 生活課 0476（22）6716 経済センター（営農振興課） 0476（22）6717 燃料事業所 0476（22）7788
経理課 0476（22）6739 サンポップ 0476（22）6881 経済センター（購買課） 0476（20）1971 NACS美郷 0476（22）7788
監査課 0476（22）6807 公津支所 0476（26）9121 経済センター（営農渉外課） 0476（20）2521 NACS酒々井 043（496）2036
共済査定課 0476（22）6713 八生支所 0476（26）8036 農業機械事業所（宝田） 0476（22）3815 宝田農産物直売所 0476（24）8611
共済普及課 0476（22）6714 豊住支所 0476（37）0003 農業機械事業所（十余三） 0476（36）1546 酒々井農産物直売所 043（496）1000
資金運用課 0476（22）6797 久住支所 0476（36）1101 農業機械事業所（酒々井） 043（496）9687 ケアセンター美郷 0476（23）7711
金融推進課 0476（22）6715 遠山支所 0476（35）0511 Ａコープ成田店 0476（23）0091 ローンセンター 0476（24）2926
融資課 0476（22）6796 中央支所 0476（22）6712 加工販売課 0476（36）1341
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タ
デ
科
）

〜
第
一
五
九
章
〜

　

焼
け
付
く
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
東
屋
の
前
の
オ
オ

ケ
タ
デ
の
紅
紫
色
が
風
に
揺
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は

格
別
な
高
温
に
あ
た
る
よ
う
で
す
が
、
い
つ
の
間
に

か
下
の
方
の
葉
が
枯
れ
、
秋
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と

を
感
じ
ま
す
。

　

和
名
大
毛
蓼
は
、
大
型
の
タ
デ
で
茎
が
太
く
、
全

体
に
毛
が
多
い
こ
と
が
由
来
で
す
。
葉
に
は
、
マ
ム

シ
の
毒
を
消
す
効
用
が
あ
る
の
で
ハ
ブ
テ
コ
ブ
ラ
の

別
名
が
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
原
産
の
帰
化
植
物
で
、

薬
用
や
観
賞
用
に
植
え
ら
れ
た
も
の
が
野
生
化
し
て

い
ま
す
。
大
型
の
１
年
草
で
、
荒
れ
地
や
道
端
、
庭

の
隅
な
ど
で
よ
く
見
か
け
ま
す
。
茎
は
直
立
し
て
、

竹
の
よ
う
な
節
が
あ
り
、
上
部
で
分
岐
し
、
枝
の
先

に
小
花
が
集
ま
り
長
さ
10
㌢
ほ
ど
の
花
穂
を
つ
け
ま

す
。
花
は
イ
ヌ
タ
デ
と
同
様
に
花
弁
は
な
く
、
が
く

が
深
く
５
裂
し
て
い
ま
す
。
鮮
や
か
な
紅
紫
色
で
、

弓
な
り
に
垂
れ
、
遠
く
か
ら
で
も
人
目
を
引
き
ま
す
。

　
「
こ
れ
マ
ン
ド
ソ
ウ
と
言
う
ん
だ
よ
。
祭
り
の
時

に
使
う
万
灯
み
た
い
で
し
ょ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の

は
久
米
野
の
友
達
で
す
。
草
丈
を
測
る
と
、
私
の
背

丈
を
超
え
２
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
し
た
。
万
灯
を
連

想
さ
せ
る
大
き
さ
で
す
。
オ
オ
ケ
タ
デ
を
眺
め
て
い

る
と
、
植
物
っ
て
強
い
生
き
物
だ
な
あ
と
感
心
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　
　

新
涼
や
風
に
な
び
き
し
大
毛
蓼

�
写
真
・
文　
　

安
達
葊
子

（
小
菅
）　

※遠山野草園は個人宅ですので見学希望者は事前にご連絡下さい。


